
【新学術領域研究（研究領域提案型）】 

生物系 

 
研究領域名  細胞死を起点とする生体制御ネットワークの解明 

 

 

東京薬科大学・生命科学部・教授  田中
たなか

 正人
まさと

 

 
研究課題番号：26110001 研究者番号：00294059 

【本領域の目的】 

発生や老化の過程で不要となった細胞や生体に
とって有害な細胞は、細胞死により排除される。
これまで細胞死は、細胞の一生の最終過程であり、
生じた死細胞は単に捨て去られる存在であると考
えられてきた。ところが近年、この死細胞が実は
情報の発信源となり、免疫応答、炎症、修復、再
生、線維化といった生体応答の起点となっている
ことが明らかになりつつある。 
 さらに、これらの生体応答の起点となる細胞死
には複数のプログラムが存在することが分かって
きた。多細胞生物の生理的・病理的現象において
は、これら複数の細胞死が補完的にあるいは同時
進行的に起きていると考えられ、それぞれの細胞
死が起点となる生体応答カスケードを解明するこ
とにより、細胞死に伴う生命現象の包括的な理解
が可能になると考えられる。 
 このような背景のもと本領域では、死細胞が発
信するメッセージとその役割の解明を通して、“生
命情報発信体としての死細胞”という新たなパラ
ダイムの構築を目指す。 

【本領域の内容】 
本領域では細胞死の分子機構と、それらを起点

として惹起される生体応答を解析し、それぞれの
細胞死が担う生理的・病理的役割を明らかにする
ことを目指す。具体的に、 
1.種々の細胞死実行機構を分子レベルで明らかに
するとともに、検出法やイメージング技術の開発
により、各細胞死が、生体内のどのような生理的・
病理的状況で起きるのかを明らかにする。 
2.それぞれの死細胞が発信するメッセージの分子
基盤と、それにより起こる生体応答を、死細胞処
理、免疫応答、炎症、修復、再生の観点から解明
する。 
 領域内では、各計画研究が互いに相補・協調し

ながら研究を進めると同時に、領域内で 1 つの組
織傷害モデルを取り上げ、細胞死機構、死細胞処
理、炎症、修復、再生研究を専門とする領域メン
バーが、各々の立場から素過程を解析し、得られ
た知見を統合することを試みる。これらの取組に
より、「細胞の死それ自身だけでなく、死細胞が発
信する情報が生体応答を規定する」というコンセ
プトを確立し、死細胞が多細胞コミュニティーの
制御とその破綻にどのように関わるのかを包括的
に解明する。 
 

【期待される成果と意義】 
組織傷害に伴う免疫応答や炎症、修復、再生と

いった現象では、細胞死を契機としてそれぞれの
生体応答カスケードが進行すると考えられる。本
領域の推進により、死細胞が発信するメッセージ
の役割を解明することで、これら生体応答の共通
原理の解明が可能となる。さらに、この共通原理
は、様々な疾患の病理にも深く関与していると想
定されることから、将来的な医学医療への応用と
して、死細胞が発信するメッセージを標的とした
創薬や、これらメッセージを利用した疾患バイオ
マーカーの開発につながる成果が期待できる。 
 

【キーワード】 
計画的（分子により制御された）細胞死： 従来、
特定の分子によって実行される細胞死はアポトー
シスのみであると考えられていたが、最近になっ
て、アポトーシスとは異なる分子によって実行さ
れる複数の細胞死が同定され、ネクロプトーシス
やパイロトーシスと呼ばれている。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  953,900 千円 
 
 

【ホームページ等】 
http://www.dying-code.jp 

  mtanaka@toyaku.ac.jp 
 


